
日本工学院八王子専門学校2023年度

脱臼実技（上肢）

柔道整復科　

２年次対象
　

後期開講期 必区分 30時間数 1単位

有山敦士
担当教員

実務
経験

柔道整復師(接骨院にて勤務経験あり）
職種

部位別に具体的な外傷の整復・固定・後療法等や治療に至るまでの注意事項を学びます。

授業概要

柔道整復師として臨床現場で遭遇する上肢の脱臼を中心として学ぶ。外力の方向性から発生する脱臼の分類、同外力
から他の外傷の合併及び鑑別、性別・年齢等における発生要因などを踏まえ理解する。また、弾発性固定肢位や症状
からの脱臼と判断することを理解し、それぞれの脱臼における整復法の理解と整復法実技、また実施時の注意点を学
び、臨床現場で実践し、できる技術を獲得し、医療人としての資質を養うことを目標とする。

到達目標

顎関節、肩鎖関節、胸鎖関節、肩関節、肘関節治療法（整復・固定・後療法）を具体的に学び実践する。

授業方法

定期試験による評価

成績評価方法

実習時は白衣着用で身なりなどを整える。支給されている包帯などを携帯する。実技では事故に注意して行うが、体
調（皮膚状況）などが悪い時は事前に申し出る事。

履修上の注意

柔道整復学理論編（改定第6版）柔道整復学 実技編（改定第２版）

教科書教材

有

実技種別

回数 授業計画

第1回

肩関節脱臼①

第2回

肩関節脱臼②

第3回

肘関節脱臼①
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第4回

肘関節脱臼②

第5回

肘関節脱臼③

第6回

肘関節脱臼④

第7回

肘関節脱臼⑤

第8回

前半振り返り

第9回

肘関節脱臼⑥

第10回

手指部の脱臼①

第11回

手指部の脱臼②

第12回

手指部の脱臼③

第13回

手指部の脱臼④

第14回

手指部の脱臼⑤

第15回

後半振り返り
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